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※ 11 月４日（水）〜６日（金）は、全国市町村国際文化研修所で、

ベトナムの基礎知識の習得を目的とした国内研修を実施 
※ 11 月 7 日（土）、11 月 14 日（土）は移動日 

「地域間交流促進プログラム（ベトナム）」を実施 

〜生産拠点や将来の有力な市場の現場を視察～ 

 

 クレア・シンガポール事務所では、全国市町村国際文化研修所等との共催で、201５年

11 月４日（水）から 11 月 1４日（土）まで、ベトナムへの視察ミッション「地域間交

流促進プログラム」を 21 名の自治体職員等の派遣団で実施しました。 

 ベトナムの政府関係機関や日系政

府機関へ訪問し、ベトナムの政治や

地方行政、経済情勢を学んだほか、

ハノイ人文社会科学大学日本研究学

科の学生と「和食のグローバル化」

や「男女共同参画」などのテーマご

とにグループに分かれ両国の文化や

習慣についてディスカッションや発

表を行いました。 

また、日系企業に訪問し、ベトナ

ムへの進出状況や現地ニーズ、労

働・雇用環境を調査しました。 

現地で聴取した自治体との連携に

よって展開される事例を以下に紹介

します。 

 

（１）中小企業の海外進出支援（第二タンロン工業団地） 

ハノイ市南東のフンイエン省にある第二タンロン工業団地では、区画の分譲をはじめ、

初期投資を抑えて早期に開業できるレンタル工場を団地内に整備し、自治体の支援を受

けた日系中小企業が入居しています。 

同工業団地は、法人設立等の経費や管理費などの初期費用について入居を希望する自

治体と協議して優遇措置を決めており、現在、神奈川県が「神奈川インダストリアルパ

ーク」を団地内に開所し、県内企業である多摩川電子ベトナムが操業しています。その

他に兵庫県・神戸市とも協定を結んでおり、今後、他自治体とも連携していきたいとの

ことです。 

 

月日 訪  問  先  等

11月7日 ・LOTTE Center Hanoi視察

（土） ・結団式

11月8日 ・クレア職員によるプレゼン（訪日旅行・物産）

（日） ・市内視察

11月9日 ・第二タンロン工業団地・多摩川電子視察

（月） ・在ベトナム日本国大使館、JETROハノイ事務所訪問

日系政府関係機関との意見交換会

11月10日 ・ベトナム内務省訪問（地方行政局・行政改革局）

（火） ・ハノイ市人民委員会訪問・ハノイ国家計画展示会館視察

11月11日 ・ハノイ人文社会科学大学との文化交流事業

（水） ・ベトナム日本人材協力センター訪問

ハノイからホーチミンへ

11月12日 ・在ホーチミン総領事館訪問

（木） ・ホーチミン市人民委員会訪問・農業ハイテクパーク視察

ホーチミン市元日本留学生クラブとの意見交換会

11月13日 ・エースコックベトナム・AEONベトナム視察

（金） ・Japan Festival視察

・HISホーチミン事務所ブリーフィング

・解団式
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（２）訪日観光 PR（HIS ホーチミン支店） 

昨年のベトナムからの訪日旅行者は前年比４７％増の１２万４千人と増加し、さらに

今年は 8 月時点で既に 12 万人以上となっており、今後の訪日観光者の増加が注目され

ています。 

しかしながら、ベトナムで得られる訪日旅行関連情報は限定されており、東京、大阪、 

富士山など、主要な観光地しか知らない旅行会社や旅行者が大半というのが現状です。 

今回ブリーフィングを受けた HIS ホーチミン支店は、当地で展開する日系企業として

B to C によるビジネスも行っています。同社では、自治体が新たな観光地を旅行会社等

に紹介するファムツアー造成の受託をはじめ、自社が管理・運営する Facebook での観

光 PR や雑誌「kilala」への記事掲載、その記事とタイアップした旅行商品の造成などを

行っています。 

 

 今後もクレア・シンガポール事務所では、自治体のニーズに沿った効果的な研修プロ

グラムの実施を検討しています。本プログラムで訪問した機関・企業等の情報提供等も

随時行っておりますのでお気軽にお問い合わせください。 

 

【問い合わせ先】 

 クレア・シンガポール事務所 

 TEL：+65-6224-7927  

FAX：+65-6224-8376  

E-mail：info@clair.org.sg 

 

 （金子所長補佐 山口県山口市派遣）  

mailto:info@clair.org.sg

